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　11月17日から12月15日まで全５回（合計10時間）の日
程で、プログラミング授業「スパルタキャンプ・ライト
in平舘高校」を行いました。この取り組みは、起業家の
育成を目的に市が行っているプログラミングイベン
ト「スパルタキャンプ」のノウハウを高校の魅力化に
役立てようと、本年度初めて実施したものです。
　キャンプのカリキュラムを高校生向けの内容に組
み直して実施した今回の授業では、始めに講師の吉
田力

ちから

さんがプログラミング言語P
パ イ ソ ン

ythonの特徴や仕

高校魅力化にプログラミング教育を活用

組みを説明。論理的な思考
と確認の反復が求められ
る課題に向き合う表情は
真剣そのもので、未来志向
のスキルを学んだ生徒に
とって、今回の取り組み
は、一人ひとりの可能性を
広げる機会になりました。

吉田さん（左）の指導を受け、
プログラミングに取り組む生徒

本校生徒がスパルタキャンプに挑戦
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県外中学生３人が本校や市内を見学

　11月26日、絵本専門士で読書推進団体「こど
も広場・マグノリア」代表の牧

ま き の

野幹
み き

先生を招き、
１年生と家政科学科２・３年生を対象に読み聞
かせ講習会を開きました。

読み聞かせの技術や本の
魅力を伝える牧野先生

　生徒は、発達段階に合った絵本を選ぶことや、絵
本の魅力を伝えるために、読み聞かせのイロハにつ
いて牧野先生から丁寧な指導を受けたほか、かつて
自分も読んだことがある絵本の魅力に再度触れ、読
み聞かせの技術や知識について理解を深めました。
　本校生徒には例年、将来の職業に保育士を考え

伝わる読み聞かせ術を学ぶ

て進路選択をする人も
多く、今回の講習会が保
育技術検定や地域、家庭
クラブでの活動など、ボ
ランティアや生徒自身
の夢の実現につながる
ことを期待しています。

読み聞かせ講習会を開催
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遠藤 ひより さん 
（普通科２年：西根中出身）

地域との交流がたくさん
あって学校は楽しいです

家庭研究部
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紫薫祭のお茶会でお点前
を披露する遠藤さん
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取
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茶
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こ
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